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に通時的なものである（Heine 2003: 575; Heine, 
















































Synchronic and diachronic grammaticalization of Japanese adverb kesshite
MITSUKO TAKAHASHI
キーワード
共時的・通時的文法化（synchronic and diachronic grammaticalization），類推造語（analogical word 
formation），意味の希薄化と漂白化（semantic fading and bleaching），単方向性の仮説（hypothesis of 
unidirectionality）
(335)






















の研究（Heine, Claudi, and Hünnemeyer 1991a; 
































































（72％），江島其磧・八文字自笑 2 個（ 8 ％），






































































































になったのである（Traugott and König 1991: 








われている（Lakoff and Johnson 1980; Lakoff 












リー間に見出すことができる（佐藤 1979; 高橋 
2007）。


































































































































































































































































































































⑸62.5％ 緊迫感 ⑼27.5％ ⑽50％ ⑿20％
⑸56.3％ ⑹31.3％ ⑺43.8％ 命を賭けた様子・命がけ ⑼40％ ⑽42.5％
⑸37.5％ ⑺31.3％ 切迫感・切迫した状況 ⑼52.5％ ⑽47.5％ ⑿22.5％
⑸43.8％ ⑹31.3％ ⑺25％ 気迫 ⑾32.5％ ⑿20％
⑸62.5％ ⑹31.3％ ⑺31.3％ 覚悟 ⑼37.5％ ⑽52.5％
⑸31.3％ ⑹50％ 威圧的 ⑾47.5％ ⑿22.5％
⑹25％ ⑻29.4％ 決定的 ⑼20％ ⑽22.5％ ⑾32.5％ ⑿22.5％
⑻23.5％ 一触即発 ⑽27.5％ ⑾30％ ⑿35％
⑹25％ 感情的 ⑽37.5％ ⑾47.5％ ⑿37.5％
⑻23.5％ 絶対に ⑾42.5％ ⑿35％
⑸50％ 強意 ⑾30％
⑺31.3％ 尋常ではない状況 ⑼22.5％ ⑽22.5％
⑸～⑻は「決す」，⑼～⑿は「決して」のデータ（ 4 ．4 節と 4 ．5 節を参照），その横の％はそのデータに対し，中央欄
の副義を選んだ人の割合。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































― 54 ― 流通経済大学論集　Vol.44, No.4
(350)
とである。文法化は音韻的実態を喪失させる方

















































































































































図 1 のように示すことができる。図 1 の文法化






した。これはHopper and Traugott（1993: 96）
― 56 ― 流通経済大学論集　Vol.44, No.4
(352)





             
 
  文法化のタイプ１（＝類推造語） 
          《指示性の喪失・具象性の喪失・文法的自由の喪失》 
             〈語用論的強化によるモダリティの副詞〉 
 
 
   
 
 
                   
文法化のタイプ２ 
                  《意味の希薄化》 






             
                   
 
文法化のタイプ３ 
                  《意味の漂白化》   







      「決す」：一般的な基本的語彙 








  「決して交通の便がいいとは言えないが」 
      「決してそうとも言い切れないのが現状です」  
《表現的価値の喪失・語用論的重要性の喪失・空の語彙的意味》 
〈生起自由の喪失・否定の副詞・部分否定の副詞〉  
            第１段階の意味・用法 












































































表すpas, personne, point, rien（それぞれの原
義は ‘step,’ ‘person,’ ‘point,’ ‘thing’）は文法化に
よって元の意味が完全に消えて，元の意味とは
全く関連のない意味・機能を持つようになった
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